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町で働いている人となかよしになろう
～町探検で知り合いになった人とのかかわりをさらに深める～

教科・領域 生 活 実施可能学年 １・２年

地域にある施設や店な子どもたちは、

どを訪問し、インタビューをするなどの町

探検を行った。

１回目の町探検の学習後、探検した店

の方からＡ児に届いたビデオレターを見

て 「町で働いている人ともっと話をし、

たい、なかよしになりたい」という気持

ちを強くもつようになった。

そこで、２回目の町探検「なかよし大

作戦」を実施した。もう一度行ってみた

い店や施設などを決め、希望が同じ子ど

もでグループをつくり、町で働いている

作戦を練った。人となかよしになる

各グループで、なかよしになるための工

夫をいろいろ話し合う姿が見られた。

特産品センター
で作っているとこ
ろを見たいな。作
り方も知りたいな。

もう一度パトカーを
見たいな。運転してい
るお巡りさんにいろん
なことを聞きたいな。

バスがたくさんいると
き、バスセンターに行き
たいな。運転しないとき
何をしているのだろう。

保育所の先生
ともう一度遊び
たいな。折り紙
が上手だったよ。

探検する前に手紙

を出して、忙しく

ない時を聞いたら

いいね。 

たくさんインタビュ

ーして、学校のこと

も教えてあげたらな

かよくなれるかな。

どんなことをして

いるのかな。僕に

もできることがあ

るかな。 

きちんとあい

さつをして、よ

く話を聞くよ。 

２回目の探検では、１回目の体験で気

が付かなかったことに気付いたり、聞い

てみたいことが増えたりするなど、働い

ている人と深くかかわることができた。

振り返りカードには、自分とのかかわ

りに関する気付きが多く見られた。

としょかんに行きました。本はぜんぶで
５まん５千さつありました。あたらしい本
もどんどんふえるそうです。たった４人で
あんなにいっぱいの本をきれいにならべて
いるのですごいです。本をとても大切にし
ていることがよくわかりました。

しりょうかんのかん長さんは、むかしの
ことをなんでも知っていました。わたしも
かん長さんのように、いろいろなことを知
りたいです。

きょうは、バスセンターで、うんてん手
さんがバスのまどをあらっているのを見る
ことができました。バスのまどがいつもき
れいなわけがわかりました。うんてんしゅ
さんのしごとは、うんてんだけではありま
せんでした。
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なかよし大作戦の計画を立てよう
～繰り返してかかわることを通して～

な か よ し 大 作 戦
～町で働いている人となかよしになろう～
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■キャリア教育の視点から■

子どもたちは 「町探検」で地域の人々との出会いを通して、地域に愛着をもつよう、

になります。また、繰り返し探検することで、適切なかかわり方を身に付けたり、人々

の仕事の工夫に感動したり、自分もその人のようになってみたいと憧れをもったりしま

す。生活科でよく実践される町探検も 「人とのかかわり 「夢づくり」という視点か、 」

ら、取組みを工夫することができます。

けいさつしょに行きました。パトカーに
は、遠いところにいる人とはなしができる
マイクがついていました。
何台かのパトカーがきょうりょくしてど

ろぼうをつかまえるのがすごいと思いまし
た。

。 、ほいくえんに行きました ほいくえんは
おとうさんとおかあさんがしごとをしてい
て、おせわをしてくれるおとながいない子
どもが入れるそうです。わたしは、はじめ
て知りました。

きかいでしなもののねだんをうっていま

した。わたしもやらせてもらったけど、き

かいをうまくつかえませんでした。おじさ

んは、３０くらいのしなもののねだんをあ

っというまにうつので、すごいと思いまし

た。きょうは、店のおくも見せてもらいま

した。キャベツがたくさんありました。半

分で売られているキャベツは、ここで切っ

てラップをまいていました。

スーパーのひみつを見つけられてうれし

かったです。

探検後、分かっ

たことや思ったこ

とをまとめた新聞

をお互いに紹介し

合った。

繰り返して探検したことで、多くの気付

きをもつとともに、地域で働く人への憧れ

や自分の将来への夢を抱く子どもも見られ

るようになった。

教師は、そのような思いを共感的に受け

とめ、価値付けるようにかかわった。

それにより、自分と地域の人々とのかか

わりを、より深いものにすることができた

と考えている。

（協力：平生町立平生小学校）

（ ）探検の様子を紹介する

（ 町たんけん新聞」の一部）「

町探検を紹介しよう
～かかわりを深める～


